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 「おとなもこどもも春の雨岳文庫へ！」開催中   
★古民家で あなたも うっかりアーティスト

(山口家を盛り上げる会) ４/20(日)終了 

★春の「山口家住宅」公開【開催中】 

・日時 ４/20(日)～５/11(日)の日曜日 

    10 時～15 時 

・内容 最後の地代官所 山口家住宅、昔か

らの鯉のぼりと五月人形ほかの展示 

・入館料 300 円 ※こども・障がい者等無料 

★せんみ凧をつくって 揚げよう！【募集中】 

・日時 ５/３(土・憲法記念日) ９時～ 

・内容 ・せんみ凧の色付け、揚げて遊ぶ 

    ・おはなしばる～んの読み聞かせ 

・講師 玉川せんみ凧保存会 

・材料代 500 円 

★お茶摘み体験会【募集中】 

・日時 ５/10(土) ９時～11 時半 

   ※希望者は 14 時半まで 

  雨天の場合は、５/11(日)に順延 

・内容 ・昔からの自園茶園でお茶摘み 

・摘んだお茶は、製茶工場で製茶

して、後日、参加者に配布 

 ・参加費 500 円 
 

 文化財ウォーク  (雨岳ガイドの会) 
①「海からの大山道・須賀と平塚宿」 

・日時 ６/21(土) ９時～12 時半 

②「中原御殿と平塚からの大山道」 

 ・日時 ９/20(土) ９時～12 時半 
 

 林家たけ平 落語独演会 (厚木たけ平の会) 

○日時 ７/５(土) 13 時～14 時半 

○料金 前売り 2,000 円【友の会割引あり】 

 

 雨岳文庫資料館 企画展  (雨岳ガイドの会) 
○日時 ７/６(日)～８/31(日)の日曜日 

10 時～15 時 

○内容 【雨岳ガイドの会創立 10 周年記念】 

「鎌倉江ノ嶋大山 新板徃來雙六を歩く」(後期) 

・1830(文政 13)年頃、葛飾北斎が描いた

「浮世絵『鎌倉 江ノ嶋 大山 新版徃來雙

六』を歩く」の展示 

・『北斎双六』52 駒を分解、52 枚の駒絵パ

ネルにして展示 
 

 

 
 

 施設・環境の保全と整備  

◆梅の剪定体験（雨岳自然の会） 

1/25(土)、

恒例となった

梅の剪定体験

が行われまし

た。初参加の

自然の会新会

員も一緒に、

花を楽しむ剪定ではなく、実をならすための

剪定方法について指導を受けました。 
 

◆梅園の散策路作り（雨岳文庫クラブ） 
１/26(日)、剪定した梅の枝のチップを使

って梅園の散策路作りをしました。 

今年の無料開放

期間は、ちょうど

良い感じで梅の花

が咲いており、多

くの見学者をお迎

えすることができ

ました。 
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冬から春の活動等の報告 

今年は入学式に綺麗な桜がみられるなど、ここ数年の中では植物の生育が遅いように感じます。

また、春が訪れたかと思えば、初夏の陽気になったり、急に寒さが戻ったりと、気温の変動が大き

くなりましたし、全国各地で大規模な山林火災が起こったりもしました。 

いよいよ春になり、雨岳文庫関係の活動も活発に行われています。イベントもいろいろ計画して

いますので、ぜひ、雨岳文庫へ足をお運びください。 
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◆竹垣作り体験会（雨岳自然の会） 
4/12(土)、大山側の

農道沿いにある古くなっ

た建仁寺垣という竹垣を

作り直す作業を体験会と

して実施しました。 

建仁寺垣作り体験は、

これまでにも、2015 年

には瀬戸氏に、2023 年には田部井氏に指導

を受けながら行われ、今回はそれ以来でし

た。 
 

 調査研究・研修や学習  
 

◆勉強会（雨岳自然の会） 
自然の会は、毎週、西富岡の畑で有機栽培

を実践することを通して自然と人にふれ合う

活動を行うとともに、農業や環境に関する学

習会なども行っています。 

1/18(土)、伊勢原市立中央公民館で、東京

農業大学 農学部デザ

イン農学科の小泉亮輔

氏を講師に、「デザイ

ン農学〜農の力で社会

をデザインする〜」を

テーマに勉強会が行われました。 
 

◆文化財ウォーク（雨岳ガイドの会） 
・「善波太郎を訪ねて 古道・矢倉沢往還」 

２/15(土)、天気に

恵まれ一般参加者 31

人とスタッフ 14 人

の計 45 人で、近世

の脇往還 矢倉沢往還

を歩きながら、善波

太郎の伝説などを巡り、谷戸奥に佇む禅寺 

勝興寺を訪ねました。 

・「開村 400 年の伊勢原」 

４/19(土)は、一般参加者 40 人、スタッフ

15 人の計 55 人での実施となりました。 

今回の応募者は募

集人数を超えたた

め、安全を第一に考

え、一部の方には参

加をお断りさせてい

ただきました。申し

訳ない気持ちとともに、皆様の関心の高さも

実感しました。今後も、楽しく新たな発見の

あるウォークを計画してまいります。 

◆歴史講演会（雨岳ガイドの会） 
3/8(土)、「日本遺産『さがみ大山まいり』

と地域創生～江戸時代から

続く文化遺産～」をテーマ

に、大山の麓の子易生れの

石井政夫氏による歴史講演

会が行われました。 

地元ならではの情報と現

地調査に基づいた多角的な

視点からの講話に聴衆は釘付けとなりまし

た。 
 

 雨岳文庫の施設や環境の利用  

◆早春の雨岳文庫 
2/11(火・建国記念の日)～3/9(日)の期間

には、「山口家住宅」ではひな人形の展示を

行うとともに、雨岳文庫周りにある梅園の無

料開放を行いました。 

直前のＴＶ放映や報道各社に取り上げてい

ただいたこともあり、多い日には 100 人近く

の大勢の方に見学に来ていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二日がかりのひな人形の展示準備、梅の剪

定、梅園の散策路づくりなど、ボランティア

の皆様の総力で雨岳文庫は春を迎えました。 
 

◆ハートフルコンサート(古典芸能を守る会) 
 3/15(土)、ドングリー、トライブブラザ

ーズ、ＴＲＹの 3

つのグループによ

る演奏が行われま

した。 

江戸時代末期の

古民家で昭和時代

のフォークソングや歌謡曲が演奏され、時代

の流れが感じられました。18 人の聴衆の皆

さんは、それぞれの青春時代を思いおこし楽

しそうに口ずさんでおられました。 
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◆落語独演会（厚木たけ平の会） 

3/29(土) は、あいにくの雨模様で寒い日でし

たが、熱心なお客様 18 人をお迎えして、真打 

林家たけ平師匠の落語独演会が行われまし

た。 

演目は「百年目」

という、聴き手の心

とらえた語りの人情

噺でした。前半・後

半と、通しネタで初

めて演じられました。落語研究会の女子大生

も聴衆におられ、盛り上がった落語会となり

ました。 
 

◆うっかりア一ティスト(山口家を盛り上げる会) 

４/20(日)に開催された「古民家であなたも

うっかりアーティスト」は、風が強かったも

のの、心配された雨は降らず、約 130 人のお

客さんで賑わいました。各ブースでは、真剣

な顔でアートに取り組む姿がたくさん見られ

ました。 

今回のうっかりアーティストでは、小・中

学生が、この日のために制作した作品を出展

してくれたり、強風の影響で思ったように技

が決められない悪条件にもめげずにジャグリ

ングを披露してくれたりしてイベントを大い

に盛り上げてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

山口家住宅では明治期の大きな鯉のぼりや五

月人形の展示、資料館では企画展示「葛飾北

斎双六」も行われており、これらを楽しく見

学する方も多くいらっしゃいました。 
 

 地域文化の継承  

◆山口家の正月飾り 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

年末には、年神様や大神宮など、屋敷内外に

正月飾りを施します。 

年が明けた正月の三が日には、日の出前の薄

暗い早朝に、それぞれの神様にお燈明をあげる

風習が山口家代々続けられています。 
 

 地域との関わりなど  

◆大山登山マラソン 
 3/9(日)は、伊勢原市の大きなスポーツイ

ベントの一つで

ある「大山登山

マラソン」が行

われました。 

 雨岳文庫前の

大山街道がその

コースとなって

いるので、当日は、みんなで一般ランナーや

ゲストランナーに大きな声援を送り、応援し

ました。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

前号でもお伝えした通り、「最後の地代官

所 山口家住宅」は、様々な社会体験活動や

和装モデルの撮影会などに利用され、最近で

は、雨岳文庫所蔵の山口家文書の研究利用の

依頼も多くなってきました。 

また、ＴＶで放映されたり、マスコミから

取材を受けたりする機会も増えてきていま

す。 

今後も公益財団法人として、所蔵資料や環

境を管理・保全しながら、公益的活用の機会

拡充を図っていきたいと考えます。 

 

  
 

 
 

★LINEでも参加者募集や行事のご案内などの情報を発信します。 

右記のＱＲコードを読み込み、雨岳文庫の LINE 登録もお願いします。 

最新情報はホームページで 
https://www.ugakubunko.org/ohp/ 雨岳文庫 検索 
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2025.5.1現在 

期 日 行事名・内容など 主催・担当 時刻など 参加費 申込方法など 

４/20(日) 
～５/11(日) 

春の「山口家住宅」公開 
・昔からの鯉のぼり・五月人形の
展示ほか 

公財）雨岳文庫 
期間中の日曜日 

10時～15時 

入館料 
３００円 

※こども、
障がい者等
は無料 

日曜日以外の見学
は、電話にて事前
予約 

５/３(土祝) 
せんみ凧を作って揚げよう！ 
＆おはなし会 

公財）雨岳文庫 

玉川せんみ凧保存会 

おはなしばる～ん 

９時～15時 
材料費 

500円 
メール、（電話） 
先着15名ほど 

５/10(土) お茶摘み体験会 公財）雨岳文庫 
９時～11時半 

（～14時半） 
500円 メールor電話 

６/21(土) 
文化財ウォーク「海からの大山
道・須賀と平塚宿」 

雨岳ガイドの会 ９時～12時半 500円 
メールor電話 
先着40名 

７/６(日) 
～８/31(日) 

企画展「鎌倉江ノ嶋大山 新板徃
來雙六を歩く」(後期) 

雨岳ガイドの会 
期間中の日曜日 

10時～15時 
無料 

予約不要 
雨岳文庫資料館 

７/５(土) 
真打“林家たけ平”師匠の落語独
演会 

古典芸能を守る会 

厚木たけ平の会 
13時～14時半 

前売り 
2,000円 

電話で予約 
会員割引あり 

９/20(土) 
文化財ウォーク「中原御殿と平塚
からの大山道」 

雨岳ガイドの会 ９時～12時半 500円 
メールor電話 
先着45名 

★定期的な事業・活動など 

【山口家住宅の公開】…通年（年末年始・お盆は休館）、毎週日曜日は案内付き、他は予約により対応 

【山口家文書などの調査・整理】…野﨑昭雄氏（当財団理事長）：毎週金曜日ほか 

【雨岳文庫所蔵什器等の調査・整理】…片山兵衛氏（当財団理事）：隔週木曜日 

【山口家総点検】…建物の環境整備、展示作業、ミニ学習会ほか：毎月第２月曜日 

【古文書講読会】…講師 川島敏郎氏（当財団評議員）：毎月第２金曜日（14:00～16:00） 

【雨岳文庫クラブ】…雨岳文庫および周辺の環境整備ほか：毎月第4日曜日 

【雨岳ガイドの会】…定例会：毎月第１土曜日、企画会、文化財ウォークおよび下見ほか 

【雨岳民権の会】…学習会、企画事業準備ほか：毎週金曜日 

【雨岳自然の会】…有機栽培の実践、学習会ほか：ugakusizen@gmail.com 𠮷羽：090-3683-4877 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご寄附のお願い 
雨岳文庫では収益事業を行っておらず、様々な活

動は皆様からのご寄附に支えられています。昨年度

からは、今後の山口家住宅の改修・復元に向けた資

金の積み立ても行っております。 

つきましては、公益財団法人雨岳文庫の支援のた

めに、ご寄附をお願い出来れば幸いです。 

3千円以上のご寄附をいただくと「雨岳文庫 友

の会」に入会が出来、会員の皆様には、入館無料、

イベント情報のご提供をいたします。なお、公益財

団法人へのご寄附は所得控除の対象となります。 

募集中！山口家住宅案内ボランティア 
山口家住宅にお越しのお客様への対応は、すべて

ボランティアの皆さんにお願いしております。 

受付や案内などのボランティア活動を一緒に行っ

ていただける方は、雨岳文庫事務局あてに、お気軽

にお問い合わせください。 

 これからのイベント及び活動  

問い合わせ、利用・見学申し込み先 
公益財団法人雨岳文庫 事務局 

Tel：0463‐95‐0002 

Mail：sajiemonugaku@bmail.plala.or.jp 

 

調査研究成果物  
○｢ｶﾞｲﾄﾞｼﾘｰｽﾞ｣／●創立記念誌（雨岳ガイドの会） 

①大山寺と阿夫利神社 

②大山道合流、道灌ゆかりの地 下糟屋･上粕屋 

③大山の門前町 

④水陸交通の要所･厚木と渡辺崋山 

⑤開村 400 年の伊勢原 

⑥海からの大山道･須賀と平塚宿 

⑦中原御殿と平塚からの大山道 

⑧三ノ宮とその近辺の文化財を訪ねる 

⑨日向薬師とその周辺 

⑩上粕屋（雨岳文庫）周辺 

⑪岡崎城址とその周辺 

⑫池端から下糟屋 文化財の道を歩く 

⑬金目観音とその周辺 

⑭河原口（海老名）から相模国分寺跡まで 

⑮愛甲石田から下糟屋 文化財の道を歩く 

⑯子易～大山駅 大山詣り いよいよ大山 

⑰善波太郎を訪ねて里山を歩く 

❶上粕屋の地代官の出府記録（上）山口作助日記を読む 

❷上粕屋の地代官の出府記録（下）山口作助日記を歩く 

➌鎌倉･江ノ嶋･大山 新板徃來雙六を歩く(2025 年度発行) 

＊①～⑰は各 500 円、❶～➌は 800 円 

mailto:sajiemonugaku@bmail.plala.or.jp

